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令和５年９月２０日（水曜日） 

総務委員会 

第１委員会室 

出席委員 

 三和 衛、妻鹿幸二、有馬剛朗、宮下和也、 

常盤真功、石堂大輔、竹中由佳、坂本 学、 

谷川真由美 

開会                ９時５５分 

消防局               ９時５５分 

陳謝 

前回の委員長報告に対する回答 

・動産の購入に伴う車両の利活用について、他都市

での取組状況等を調査・研究するとともに、地元の

意向なども確認しながら、有効に利活用できるよう

な手法について検討されたいことについて 

これまで地元自治会などから、退役車両の払下げ

等の依頼を直接受けたことはないが、当局としては、

車体や排気量が大きい車両の維持管理経費、また駐

車場所の確保など、地元にとって大きな負担になる

ものと考えている。 

加えて、退役車両は、車両自体の使用頻度や走行

距離が少ないものの、市として、更新基準を定めて

おり、災害現場において能力を発揮し、十分に消防

責任を果たすことが可能であるか、の信頼性が乏し

く、安全性が十分担保できないと考えている。 

今後、他都市の状況等を調査研究しつつ、要望が

あった際には、払い下げることが適切かどうか、そ

の都度、慎重に検討していきたい。 

付託議案説明            ９時５９分 

・議案第 122 号 姫路市火災予防条例の一部を改正

する条例について 

質疑・質問            １０時０５分 

（質問） 

職員の不祥事については、ぜひ市民の信頼回復に

努められたいがどうか。 

（答弁） 

文書通知等により綱紀粛正を徹底しているところ

である。 

（質問） 

人員体制が十分ではない状態で 2 人欠員が生じる

ことになるが、人員を補充する必要はないのか。 

（答弁） 

西消防署については、署長を本部次長が兼務し、

週に 1～2回程度行き業務を代行している。 

職員の人員体制は厳しい部分があり、各所属にお

いてカバーし合いながら業務を行っている状況であ

る。年１回の新規採用での補充は難しい状況であり、

人員配置等を考慮しながら対応していきたいと考え

ている。 

（要望） 

職員のワークライフバランスにしっかり配慮し、

適正な職員配置になるよう努められたい。 

（質問） 

新型コロナウイルス感染症は 5 類感染症に移行し

たものの、第 9 波のピークを迎えつつある。 

救急搬送の状況について、新型コロナウイルス感

染症に関連した搬送はあるのか、また、病院の受入

体制はどのようになっているのか。 

（答弁） 

第 8 波時と比較して、正確な感染者数は詳細に把

握できない状況であるが、第 8 波のピーク時よりは

少なく、多い日で 10人程度を搬送している。 

各病院も頑張っていただいて受入れに協力しても

らっているものの、昨年から件数が非常に増えてい

る。 

受入病院は一昨年よりも多くなったが、全体数が

多いので、搬送困難事案が多くなっている状況であ

る。 

夏場は搬送困難事案も減少し 3％台であったが、

今は 7、8％で、依然苦しい状況であるが、保健所や

医師会と連携して受入体制の改善を図っている。 

（質問） 

救急車の到着時間は短くなっても、病院への搬送

時間が長くなっている状況が続いているかと思う。 

事業見直しの項目の中に後送病院のベッド数の確

保が入っているが、見直しによりますます搬送困難

を招くのではないかと思うがどうか。 

（答弁） 

後送医療機関は、休日夜間・急病センターでは扱

えない患者を転送する医療機関であり、救急隊が直

接当該医療機関に運ぶのは難しい。 

事業見直しの会議では、消防の意見も十分取り入
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れることで、受入体制が今よりも改善するものと期

待している。 

（質問） 

改善するのならよいが、大丈夫なのか。 

（答弁） 

見直しは今の問題点を洗い出して、患者のスムー

ズな受入・搬送困難事案を少しでも減らそうという

会議である。 

（要望） 

搬送困難事案を解消していくようしっかりと取り

組まれたい。 

（質問） 

懲戒処分について、業務で車に乗る機会はあった

のか。 

（答弁） 

署長であるため、車に乗る場合は他の職員が運転

し、本人が運転することはなかった。 

（質問） 

過去にも様々な不祥事があったが、署長の職にあ

る者が飲酒状態で業務をしていたということは、異

なる教育をする必要があると思うがどうか。 

（答弁） 

現在治療中であるが、本人は、職場には戻れない

というふうに深く受け止めているため、それを見守

りつつ対処していきたいと考えている。 

（要望） 

本人を責めるのではなく、アルコール依存症は常

習性もあるため職員全員で共有してもらいたい。 

（質問） 

固定価格買取制度（ＦＩＴ制度）が終了し、電力

の自己消費が拡大されるとともに、太陽光発電や夜

間に安い電気を蓄電して使用する家庭も増えてくる

と思う。 

蓄電器設備の離隔距離の説明があったが、今後

様々な商品や、使用する企業や家庭が増えてきたと

きに、どのようにチェックして、指導・管理してい

くのか。 

（答弁） 

国は、蓄電池設備による過充電による出火、外部

からの短絡による出火、内部での出火の延焼性を実

験した結果、日本産業規格で定められている過充電

防止措置や外部短絡防止措置等が基準に適合してい

れば、火災予防上も安全であるとの省令改正を行っ

ている。 

出火防止の広報については、条例改正に合わせ、

ホームページや火災予防運動において日本産業規格

に適合したものを使ってもらうよう周知したいと考

えている。 

（要望） 

一般には十分な知識はないと思われる。 

今後、蓄電池のニーズの高まりとともに火災等の

事故が起こらないよう、条例改正の内容をしっかり

と周知し、安全性を踏まえて、遵守事項をしっかり

守ってもらうよう周知されたい。 

（質問） 

前回の委員会報告に対する答弁で、消防ポンプ自

動車などの更新後に古い車両を地元へ払い下げるこ

とに関して、機能を十分に発揮できない可能性があ

るため払い下げることが難しいということが前提に

あると感じた。 

今後、他都市の状況等を調査研究したとしても難

しいのではないかと思うが、可能性はあるのか。 

（答弁） 

他都市では、消防車両としての払下げの事例は確

認できなかった。資機材等を外し、いわゆる車両と

しての払下げをしている。姫路市でも同様である。 

安全基準、耐用年数を定めており、消防として十

分責任を持って払い下げできるのか不安が残るので、

なかなか払い下げはできない。 

今後、車両性能の向上による検討の余地はあるが、

1 分団 1 台と定めている中で、地区による車庫面積

の違いもある。一部地域への払下げは公平性の観点

からできない状況である。 

（質問） 

議案第 122 号について、雨水等の侵入防止措置の

見直しに関することで、雨水室等の措置ができてい

ればとのことであったが、詳細に説明してもらいた

い。 

（答弁） 

雨水防止対策について、屋外に設ける場合は

キュービクル式にする必要がある。リチウムイオン

電池等は筐体がキュービクルよりも小さくなったも
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のが増えてきたため、筺体を中心に雨水防止措置を

講じたものにしなければいけないことになっている。 

屋外設置する場合は、メーカー認証基準で屋外用

として密閉された筐体で収まっていることで、基礎

は腐食防止のために底上げする場合もあるが、メー

カー認証基準で設置するものは支障がないと認識し

ており、屋内の密室で雨が当たらない状態で設置し

ていただけると考えている。 

（質問） 

雨水防止対策について、近年の集中豪雨による浸

水が発生する可能性があると思うが、メーカー認証

基準に対する公の基準はあるのか。 

（答弁） 

消防法や火災予防条例関係には基準はない。日本

産業規格等に記載があるか調べたい。 

（要望） 

記載があるようなら、説明してもらいたい。 

（質問） 

炭火焼き器に係る改正内容は厨房機器を利用する

人たちの理解は得られているのか。 

（答弁） 

厨房機器については基本的に厨房機器メーカーが

設置しており、以前から離隔距離についての規制が

あった。 

不燃材料の場合とそれ以外の場合の距離の違いと

いうものを認識している。機器を入れるときに、内

装関係の話が出るものと認識している。 

（質問） 

救急搬送の搬送困難事案について、現在、マイナ

ンバーカードを活用した救急業務の迅速化の実証実

験が実施されているが、どの程度の効果があったの

か。 

（答弁） 

マイナンバーカードを所持し、健康保険証にひも

付けがされており、救急隊が情報閲覧まで対応でき

た数が非常に少なく、明確な効果検証はできていな

いものの、救急搬送病院の選定がスムーズにできた

事例がある。 

なお、実証実験は既に終了し、国で制度検討され、

令和 7年度から全国展開されると聞いている。 

国のワーキンググループには本市から救急課長が

参画している。 

（質問） 

まだ慣れない面もあるかと思うが、マイナンバー

カードを利用して既往歴等の情報を調べることで、

救急搬送時間に時間を要するというデメリットはな

いのか。 

（答弁） 

患者や家族と話ができればすぐに分かる話である

が、データ閲覧には本人の了承を得る等で時間を要

する。 

現在、データ閲覧までの作業を整理し、時間短縮

につなげられないかワーキンググループで検討が進

められている。 

消防局終了             １０時３６分 

 

【予算決算委員会総務分科会（消防局）の審査】 

 

デジタル戦略本部          １１時０９分 

組織・職員紹介 

報告事項説明             

・姫路版スマートシティ事業の進捗状況について 

・地方公共団体情報システムの標準化に関する取組

状況について 

・将来推計人口について 

質問                １１時３１分 

（質問） 

マイナンバーカードを利用した受付チェックイ

ン・認証ゲート入場について、どんぐりカードの説

明があったが、学校のイベント等でどんぐりカード

を持って遠足に行くときにマイナンバーカードを

持ってきてもらう必要があるということなのか。 

（答弁） 

学校のイベント等ではマイナンバーカードを持参

しなくてもいいように、各施設と教育委員会とで調

整する予定である。本事業の利用については、家族

等で行く場合を想定している。 

（質問） 

市民共創型子育て情報デジタルガイドについて、

マイナンバーカードでひも付けさせていこうという

ことであるが、匿名だから情報発信してくれている

が、個人が特定されるのならば、投稿を控えてしま
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うのではないかと思うがどうか。 

（答弁） 

マイナンバーカードで認証することで、誰が投稿

したか識別されるので、不適切な投稿を抑えられる

と考えているが、今後運用しながら改善していきた

い。 

（質問） 

情報システム標準化の取組の説明で人員が不足し

ているとの発言があったが、デジタル戦略本部とし

てどれぐらいの人数を必要としているのか。 

（答弁） 

標準化の人員不足については、デジタル戦略本部

だけでなく、住民窓口センター、国民健康保険課等

の関係課の人員が必要になると考えている。 

また、委託業者の人材も不足している状態で、ス

ケジュールどおりに完成するかは不透明な状況であ

る。 

（質問） 

将来推計人口についての数値を取りまとめている

が、デジタル戦略本部はその数値にどのように関

わっていく部署なのか。 

（答弁） 

デジタル戦略本部では、新駅の開業等で人口集中

している地域の状況を加味しながら人口統計を行う。 

その後は、政策局等の関係課と調整しながら進め

ていきたいと考えている。 

（要望） 

マイナンバーカードの普及推進に対しては、それ

により生じるデメリットも想定して取り組まれたい。 

（質問） 

姫路ライフ・スマート都市推進コンソーシアムと

はどのようなものなのか。 

また、スマートシティ共創パートナー28 社やＵＩ

／ＵＸ実現協力事業者についても説明してもらいた

い。 

（答弁） 

スマートシティを進めるための会議体である。 

ＵＩ／ＵＸは、共通の外観を決めていくものであ

る。 

スマートシティ共創パートナーは、ＮＴＴ西日本、

ソフトバンク、マインズ等のマイナンバーカードの

本人認証に当たっての技術を有する会社や共同して

事業を行っている業者が入っている。 

（質問） 

先ほど 6 つの事業、アプリの話をされたが、これ

は別々のサーバーで管理していくのか、あるいは 1

つのサーバーで 6 つのサービスを管理していくとい

う考えであるのか。 

膨大な量の情報を連携して詰め込むのはよいが、

仮に機能停止すれば全部に影響してしまうといった

怖さがある。安全管理についてどのように考えてい

るのか。 

（答弁） 

6 つのサービスは、それぞれでサーバーを持って

おり、取得した情報を連携基盤というひとまとまり

の部分に連携していく形になる。 

外部からの攻撃を遮断するためのセキュリティ対

策については、事業の進捗に合わせてしっかりと取

り組んでいきたい。 

（質問） 

職員自身が事業の全体を深く理解していないと業

者の言いなりになってしまう部分があると思われる

が、何か研鑽はされているのか。 

（答弁） 

人材育成も官民データ活用推進計画で掲げており、

デジタル・マネージャーを招聘し、その中で人材育

成プログラムを作成している。 

すぐに育つというものではないため、しっかりと

順序立てて育てていきたいと考えている。 

（質問） 

自治体におけるデジタル化の流れは避けて通れな

い一方で、マイナンバーカードの取得に関しては強

制ではないと認識している。 

姫路市のマイナンバーカードの取得率は、全国平

均よりもかなり高くなっていると思うが、100％には

至っていない。 

マイナンバーカードを持たない人が不利益を被ら

ないための対策は、どのように考えているのか。 

（答弁） 

先ほどの 6 事業についてはデジタル田園都市国家

構想でマイナンバーカードを活用した事業と位置づ

けされており、マイナンバーカードを使うことが条
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件となっている。 

したがって、マイナンバーカードをお持ちだとこ

のような利点があります、といった形で周知し、マ

イナンバーカードの取得についても推進したい考え

である。 

（要望） 

マイナンバーカードの取組は強制ではないため、

持たない、あるいは持っていない人に対しての配慮

を自治体としてしっかり行われたい。 

（質問） 

市民共創型子育て情報デジタル化について、いろ

いろな役立ち情報を投稿できるとのことであるが、

例えば、こういう講座がありますとか、子育て支援

の子どもと親子でこういう遊びや体験ができますと

か、そのようなことをイメージしているのか確認し

たい。 

（答弁） 

そのとおりである。ほかには商業施設などに行か

れたときに、「こんな広場があって子どもを預けや

すかったよ」というような投稿などを想定している。 

（質問） 

投稿内容について、自治体が推奨するのに適さな

いものや、姫路市の方針とは考え方が異なるような

ものなどが出てくる場合も想定されるが、それにつ

いてはどのように考えているのか。 

（答弁） 

マイナンバーカードで認証し、本人確認をした上

で投稿してもらうのでそれほど多くはないと考えて

いるが、対策としては管理者などを設けてチェック

していくというようなことを考えている。 

（質問） 

官民連携という部分では多くの民間の方が関わっ

ているかと思うが、本市における個人情報の管理や

セキュリティについてはどのように対応されている

のか説明してもらいたい。 

（答弁） 

姫路市情報セキュリティポリシーの中で、同セ

キュリティ対策基準を設けており、それに合致する

よう事業者に説明した上で契約を締結するという形

を取っている。 

特に個人情報は数も多く大事なものであるので、

別途同セキュリティポリシーに準ずるよう契約を締

結している。 

（質問） 

マイナンバーでも様々なトラブルがあり、たくさ

んの情報をひも付けしてもよいのかという問題があ

る。逆にＧ7 やヨーロッパ諸国などは情報分散して

いく流れであり、日本は遅れている。 

これらが流出したらどうなるのかという不安に加

えて官民連携の話である。 

特に健康情報についてはビッグデータとして集め

て、企業の利益活動に使っていく流れを企業が要望

している。それを自治体が一生懸命手伝っているよ

うに見えるが、そのような心配はないのか。 

（答弁） 

将来、子育て関係以外でも防災や交通や環境と

いった分野がデジタル田園都市国家構想、スマート

シティの中に組み込まれていく。 

市民の利便性向上もしくは健康増進のための官民

連携は求めているところでもあり、その結果として、

ある程度事業者の利益となるような形も取っていた

だければと考えている。 

（要望） 

これもなかなか一致できないと思うが、やはり利

便性や危険性、メリット・デメリットの両方がある

という認識のもとで進めていかれたい。 

（質問） 

システムの標準化について、2025 年度末までにし

ないといけないとのことであるが、人材確保が難し

い中で、国は一部システムの移行完了期間を柔軟に

設定できるよう、基本方針の改定を閣議決定したと

言われているが、本市では完了できそうな見込みで

あるのか。 

（答弁） 

本市において、以前は、住民情報システムなどは

ホストコンピューターという大型汎用機で運用して

いたが、現在は外部サーバーにデータを保管し運用

を行っている。 

次の段階としては全国的にシステムの仕様を標準

化し、国が管理するガバメントクラウドへの移行を

目指す流れになっており、現在はこの作業を進めて

いる状況である。 
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ただ、他団体によっては、ホストコンピューター

からいきなりガバメントクラウドに移行するという

業務、あるいは自治体もあるとのことで、どのよう

に対応した場合に移行期間が伸ばせるのかといった

詳しい情報がまだ入ってきておらず、分からない状

況である。 

（質問） 

令和 5 年度の対応として国民健康保険システムも

標準化対応作業の着手となっているが、こども医療

費などは自治体によってもまちまちである。 

本市では対象を中学 3 年生までとしているが、令

和 6 年 1 月以降はさらに複雑になり、標準化するの

は難しいと聞くがどのような考えであるのか。 

（答弁） 

児童手当なども同じような話で、各都市によって

施策が違うところもある。 

ただ、基本方針は一つであり、それプラス各都市

での切り離せない部分については標準化できなくて

もよいことになっており、その点は大丈夫であるが、

難しいことには変わりない。 

政府は原則として 2025 年度末を対応期限としてお

り、民間企業の人材不足等により対応できないよう

な場合に限り、例外的に遅れることを容認したもの

である。 

デジタル戦略本部としては、本市の標準化対応は

可能な限り期限までに移行していけるよう、進捗管

理をしっかり行いながら、進めていこうと取り組ん

でいる。 

（質問） 

デジタル推進で交付金をたくさんもらっており、

財政的にも大きな額を占めていると思うが、このガ

バメントクラウドの利用料は、今まで国が負担して

いたものであるのか。 

来年度から各自治体が支払うようになるといった

報道があるが、そのことによってどのぐらい負担が

増えるのか説明してもらいたい。 

（答弁） 

逆に今、市独自で設定しているサーバーがなくな

るので、トータルでどちらが安いかという話になろ

うかと思う。 

今はまだ試算できておらず何とも言い難いが、そ

れほど負担増にはならないものと考えている。 

（質問） 

事業全体の構成についてはデジタル・マネー

ジャーと相談しているのか。 

（答弁） 

相談している。 

（質問） 

通常であれば、このように数多くのアプリをほぼ

同じ対象者に対してダウンロードしてくださいと

いった話にはならないと思い、非常に違和感を覚え

る。 

今後も新たなアプリが増えると、たくさんインス

トールしなければならないのかと思うが、当局の考

えを説明してほしい。 

（答弁） 

アプリを導入するのは大変なことであり、ダウン

ロードは重要な課題であると認識している。 

現在、ＬＩＮＥからアプリに誘導したり、逆にア

プリからＬＩＮＥに入って行くといった形で相互に

連携を図ろうとしている。 

本市ではひめじプラスというアプリがありながら

実績を見た上で、ひめパスというアプリも作成した。

ひめじプラスが約 4 万件のダウンロード数でひめパ

スが約 4,000 件である。ひめじプラスを廃止してひ

めパスに統合しようとしているが、それ以外でも統

合できるところがあれば対応したい。 

アプリの数が増えてしまうことから、アプリ同士

の操作については皆が共通して同じイメージで扱え

るように工夫していきたい。 

現在はこのような形でスタートしており、将来的

な課題については今後検討していく。 

（要望） 

デジタル化を進めることで逆にツールの数が増え、

子育てならひめっこ手帳、ひめパス、紙の母子手帳

なども使っていくこととなり、本来の趣旨と本末転

倒になってはいないのか。 

使う人が使いやすくなるようしっかり配慮しなが

ら推進されたい。 

（質問） 

全体像が見えていないから、このようになってし

まう。デジタル田園都市国家構想で、将来的な方向
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性をしっかりと固められたい。 

本来は当人にひも付けるべき情報であって、母子

手帳なども母親で完結させるべきではない。 

個人の幼少の頃からのデータが将来にわたって累

積され、過去に遡って見れるような状態をつくって

いくという構想のはずである。 

今取り組んでいるものは全て一時期のデータ管理

で終わってしまっており、それでは意味がないと思

われるがどう考えているのか。 

（答弁） 

個人の生涯にわたるデータは残していきたいと考

えており、それがデータ連携基盤に残っていくとい

う形になろうかと思う。 

データ連携基盤自体が漠然としており、しっかり

とできていると言いづらい部分はあるものの、一生

涯に向けて情報管理していけるものをつくっていく

ことが基本になっているので、その点はしっかり進

めていきたい。 

（要望） 

今後大規模な施設も多くでき、財政が硬直してい

く中で、デジタル化を進めるわけである。 

その中で市民サービスを向上させていくのも一つ

であるし、より便利なアプリを作っていくのもそう

であるが、費用対効果という面も考えながら進めて

いただきたい。 

（質問） 

先日、観光経済局からしらさぎ商品券の経費につ

いて内容の説明を受けた。 

その中でデジタルシステムの運用費が 3,800 万円、

デジタル相談経費やホームページ作成で 2,500 万円、

コールセンター業務が 5,300 万円など莫大な金額に

なっていたが、これも業者の言い値であるように思

われる。 

観光経済局などのデジタルを使った政策を進めて

いる部署に対しての指導や連携はデジタル戦略本部

では行わないのか。 

（答弁） 

しらさぎ商品券については、デジタル情報室のと

きに、商品券の発注に係るプロポーザルに参画して

いるので、連携はしている。 

（要望） 

しらさぎ商品券以外でも、デジタル関係で政策を

進めている部署があれば連携し、相手側の言い値で

はなく、より適正な予算となるよう精査し、経費削

減に努められたい。 

（質問） 

 デジタル戦略本部はデジタルに強い方々であると

思うが、関係する部局との連携で温度差はできてい

ないのか。 

担当や関係部局との連携はどのように進めていく

のか説明してほしい。 

（答弁） 

 連携の会議をやっている。 

 それぞれで会議を持ちながら進めていくという形

で、今まではデジタルでこのように決めたからやれ

といったことが多く、あつれきなどもあった可能性

は否定できない。 

 担当課としっかりと連携しながら進めていかなけ

れば前に進まないので、各課の職員に理解していた

だき、一緒に進めていきたいと考えている。 

（意見） 

 ＤＸの一環でもあり、単にツールを導入するだけ

のものではない。 

人材育成もそうであるが、共通の認識、思いで前

に進めていくことが大事である。 

デジタル戦略本部終了       １２時２６分 

休憩               １２時２６分 

再開               １３時２５分 

 

【予算決算委員会総務分科会（デジタル戦略本部）

の審査】 

 

政策局              １３時５３分 

職員紹介                           

前回の委員長報告に対する回答 

・本市における地方創生に向けた取組について、固

定化した指標に基づく経年変化を継続的に見ること

も大切なことではあるが、民間事業者による多面的

な分析結果についても、引き続き情報収集を行いな

がら、姫路駅周辺だけでなく、周辺地域も含め市域

全体でバランスの取れた、地方創生に向けた取組を

推進されたいことについて 
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地方創生に向けた取組について、民間事業者によ

る多面的な分析結果についても引き続き情報収集を

行いながら、地域全体でバランスのとれた取組を推

進していく。 

全体の要望については、データを活用するため、

今年度、デジタル戦略本部においてヤフージャパン

を運営するヤフー株式会社とデータ分析関係業務委

託契約を締結し、分析検討を進めている。 

今後、民間事業者の情報や他都市の情報収集に努

め、それらを活用することで地域全体でバランスの

とれた取組を推進していく。 

報告事項説明 

・事業見直しについて 

・姫路市総合計画「ふるさと・ひめじプラン 2030」

政策評価について 

質問                １４時０８分 

（質問） 

事業見直しについて、事業の現状・課題等として

動画制作スタジオを整備するとの記載がある。 

現在は放送局に委託することで完成度の高いもの

ができていると思うが、スタジオで対応する人は、

サンテレビや姫路ケーブルテレビで制作する場合と

同等レベルのスキルを持っているのか。 

（答弁） 

動画制作スタジオでの技術的な部分であるが、今

年度については委託契約を結び技術指導を受けてい

る。 

同時に、職員向けの様々な広報力強化の研修を行

う中で動画研修も行っており、高度な技術を備えた

職員を育成して自主制作だけで公益の高いものを作

ることを目指しており、職員の技術力向上に合わせ

て外部の専門家の支援の度合いを調整していきたい

と考えている。 

（質問） 

姫路ケーブルテレビには本市が出資しているが、

その活用という意味では、単に費用対効果だけでな

く、姫路に関わることを放送しているような部分か

ら省いていくと、出資目的に対してずれが出てくる

のではないのか。 

ＦＭ ＧＥＮＫＩもしかりで、発信する内容が姫

路のことが多いから聞く人も多いと思う。 

発信する情報が減ってしまうことに対して、どの

ように考えているのか。 

（答弁） 

姫路ケーブルテレビは、長期間同じやり方を続け

てきている中で視聴率が下がっている。ＦＭ ＧＥ

ＮＫＩは聴取率も分からないといった状況であり、

このまま出資をし続けるのか判断するためにも、本

市の事業の在り方としてはデータに基づき、事業効

果を想定しつつＰＤＣＡを回せるようにやっていき

たいと考えている。 

これを機にテレビとラジオ両方の視聴率を上げる

方法や確認できる方法などを相手方と相談したいと

いった動機もある。 

その中で相手方からの改善策や協議の結果などを

踏まえて費用対効果の面から検討したいと考える。 

（質問） 

大型ビジョンの放映について、山陽百貨店の向か

いのビルのわくわく姫ビジョンは映像・音声ともに

あるが、デジタルサイネージは映像だけである。 

音声も加わればさらに人を引きつける効果がある

と思うが、考え方を聞きたい。 

（答弁） 

デジタルサイネージについては、駅に設置したも

のは収益性があるが音は出ていない。 

音が出ない部分のケアは課題であるが、これを他

のＳＮＳの発信を強化することでケアできるのであ

れば、無理にお金を使ってまでする必要はないもの

と考える。 

（質問） 

日刊紙等広告に記載する内容は、具体的にどう

いったものを対象としているのか。 

（答弁） 

市長の顔写真や挨拶のほか、イベント等の周知啓

発を目的とした広告を新聞に載せていたが、その見

直しをしたいと考えている。 

新聞の発行部数が右肩下がりで減っており、同じ

やり方を続けていくのかどうかを検討していきたい。 

（質問） 

総合計画の政策評価について、アンケートとＫＰ

Ｉというのは相関性があるのか、ＫＰＩが高いから

といって満足度が高いものなのかというところの考
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え方を聞きたい。 

（答弁） 

 アンケートとＫＰＩの相関性についてはないもの

と考えている。 

情報発信力が大事であり、姫路市としてよいこと

をすれば市民に伝わり、高評価になって返ってくる

ということをしないと、幾らＫＰＩが良くてもアン

ケート結果は伴ってこないと考える。 

今回の結果では相関性はなかったと分析しており、

今後は情報の伝え方を工夫していきたい。 

（質問） 

事業見直しに係る動画制作スタジオの整備という

ことで、職員のスキルを上げてよい映像を作ってい

くこと自体はよいが、それが業務の全てになってし

まうのではないかと思う。 

そういった意味で放送局に従事する人が作るもの

と特にすみ分けをしなくてもよいのではないかと思

うがどうか。 

（答弁） 

職員が情報発信力を上げていくと同時に、それに

従事する時間であるとか、部署での制約の問題もあ

ろうかと思う。 

職員の動画制作スキルが上がるとそれだけに携わ

ることにもなりかねず、その点に関しては今後進め

ていく中で配慮していきたい。 

また、職員に放送局が作る番組と同品質のものが

作れるのかというと難しいと思う。 

情報発信の手法として、職員が作る動画とプロが

作る番組とで効果を測る必要はないと考える。 

（質問） 

出資している相手方については、事業見直しによ

り費用対効果の面からも効果のある情報発信の手法

を新たに模索しているという考え方であるのか。 

（答弁） 

そのとおりである。 

テレビやラジオについても、現在放送している番

組以外で貢献してもらえることがあるのではないか

と考える。 

ＷＩＮＫなどは約 50％の世帯が契約しているが、

テレビ放送以外にいろいろな技術や能力も有してお

り、番組を作って放送することとは違う方向で提案

してもらいたいという期待もある。 

（質問） 

総合計画について、市民アンケートを行っている

がどのくらい返ってきているのか。 

アンケートの評価とＫＰＩ指標に相関性はないと

のことであるが、今後に生かすことはできるのか。 

（答弁） 

アンケートについては、3,000 人のうち回収率が

53.2％であった。相関性という部分もあるが、自分

たちが頑張った結果が適正に評価されるためにはど

うすればよいかということもアンケート結果から読

み取って努力していきたい。 

（質問） 

今年度事業見直しの 6 つの事業は誰がどのような

方法で見直しをするのか。 

政策局だけでするのか、あるいは他局や市長、副

市長も入れてやっていくのか。 

（答弁） 

今回の事業見直しでは一定のルールで対象事業を

絞り、各局から調書を集めた中から見直ししようと

いうものを副市長や市長にも相談した上で選定した。 

この後、各委員会で説明し意見をいただいた後に、

関係者との相談や事業ごとの情報収集をした上で、

各局が来年度以降にしたいことを挙げるという流れ

である。 

それを再度、副市長に諮り最終的に市長に見せる

形で取り組んでいる。 

（質問） 

事業見直しの取組及び方針について、今分かって

いる範囲で説明してほしい。 

（答弁） 

今回の取組は政策局・総務局・財政局が音頭取り

をして、全事業を対象にピックアップして、各局に

資料を出して行っている。 

次年度の方針については、現時点では明確に決

まっておらず、12 月になればある程度見えてくると

思うが、今回の取組の反省もしながら考えたい。 

（要望） 

ぜひ一丸となって行財政改革を進められたい。 

（質問） 

事業見直しの件で、相手方との協議は、今後どの
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ようなスケジュールで行っていくのか。 

（答弁） 

12 月の議会で方向性を示すには 11 月中に協議を

終え結論を出す必要がある。 

政策・総務・財政の 3 局から各局に対し、来年度

の方針を提出するよう求めるが、10 月末頃までには

各担当課レベルで協議を終える必要がある。 

ただ、今年度に見直している事業の中に難航する

ものがあることも想定しており、12 月に必ず決定す

るとは考えていない。 

時間がかかるものは来年度に先送りすることも考

えており、逆に継続見直し分で 2 年ぐらいかかるだ

ろうというものが早く協議が進めば、今年度中に方

針を示すこともあり得る。 

その辺りは個々の状況に応じて対応したいと考え

ている。 

（質問） 

テレビ放送委託の事業見直しについて、会社ごと

に番組がいろいろあるが、全部を一気にということ

ではなく、個別に協議していくという考えであるの

か。 

（答弁） 

協議は、番組ごとに個別に行う考えである。 

（質問） 

事業見直しについて、政策局で出されているのは

10 件であるが、全庁的には 37 件ある。全体で事業

費を幾ら削減して、それをどのようなところに回し

ていきたいと考えているのか。 

（答弁） 

まず削減額の目標設定は行っておらず、廃止・縮

小を前提とはしていない。 

最終的には各部局がしっかりと考えて結論を出す

ことで、行革効果として削減額が出てくることを期

待している。 

仮に削減となったときに何に使うのかであるが、

現在の社会情勢の変化等で、特に顕著になっている

人口減少や、人口減少が引き起こしている諸課題、

地域における課題などがあろうかと思う。 

そのための新しい施策の財源にとは考えているが、

直結させるものではない。 

事業見直しには廃止・縮小だけでなく、効果を

もっと上げる見直しもやっており、そういう意味の

行革と、削減の 2本柱でやっていく。 

（要望） 

削減額ありきではないと言われたが、それぞれ相

手方があることであり、これまでの姫路市との長い

信頼関係があるわけで、見直しをされる際は、関係

者の意見をしっかり聞き、時間を取って協議をされ

たい。 

（質問） 

どのような観点でこの 37 事業を、また政策局では

10 事業を選んだのか説明してほしい。 

（答弁） 

経常的経費や主に市単独事業について効率性や効

果性の観点からチェックし、見直すべき点があるも

のを抽出して、各部局に事業目的や事業効果の

チェックを求めた。  

その結果、見直すべき点があるものを今回見直し

対象として選別している。 

（要望） 

いずれにしても関係者に丁寧な説明をされたい。 

（質問） 

政策評価と市民アンケートの件で、健やかな成長

を支える子育て環境の充実について、評価がアン

ケートはＤでＫＰＩはＣとなっている。 

アンケート中、安心して子どもを産み育てること

ができるまちだと思うかという質問に対し、前回に

比べて「思う」と「やや思う」という回答が減って

いる。 

一番の要因はこども医療費無償化の所得制限があ

ることや高校生まで適用されないといったことかと

思われる。 

姫路市としてどういうまちづくりを進めていくか

にも関係してくることであると思うが、この結果に

ついてどのように受け止めているのか。 

（答弁） 

アンケート結果でもＫＰＩでも目標値がクリアで

きていなかった。 

今後、少子化対策が大きな柱となっていく中で、

高校生までの医療費無償化というテーマを重要課題

であると捉え、真剣に取組を考えている。 

また、みらいえがオープンし、子育て世帯への精
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神的な支援をさらに充実させるため、対応する施策

についてこども未来局や健康福祉局と相談しながら

つくっていきたい。 

そのための情報発信も行っていく。 

（要望） 

ぜひ原局任せではなく、施策の中枢である政策局

がどういう部分をリードしていくかをしっかり判断

して、新年度の施策に生かしてほしい。 

（質問） 

65 歳以上であれば先着 1,000 名といったヘルメッ

トの購入助成の申請が始まっていると思うが、現在

の状況はどのようになっているのか。 

（答弁） 

9 月 19 日時点での受付件数は 623 件となっており、

そのうち 65歳以上は 588件である。 

（質問） 

陸上自衛隊の位置から半径 1 キロメートル以内の

範囲において、監視や土地の取引などいろいろな規

制が行われるということで、法律に基づき対象地域

が発表されて、広峰の通信基地と姫路駐屯地が候補

地に挙げられたところであるが、市民への広報はど

のように行うのか。 

（答弁） 

重要土地等調査法という安全保障上の土地利用を

規制する法律の中で区域指定がされており、本市で

はこの度、第 3 弾の注視区域として、広峰無線中継

所と姫路駐屯地が候補として挙げられている。 

当該施設の敷地の周囲概ね 1 キロメートルの範囲

内で指定されるので、2 施設の周囲となると広峰校

区を中心に、広範囲に指定されることとなる。 

調査の対象となるのは土地及び建物の所有者、賃

借人等であるが、国が必要に応じて現況調査を行っ

たり、不動産登記や住民基本台帳の収集などを行っ

たりすると聞いている。 

広報については基本的に国が行うが、市に対して

も依頼があれば協力したい。 

（質問） 

教育委員会が所管する避難所について、体育館が

避難所になっているということで、来年、体育館に

エアコンを設置していくと聞いた。政策局としての

見解を聞かせてほしい。 

（答弁） 

体育館へのエアコン設置については、1 つの課題

として認識している。ただ、体育館にエアコンを設

置すると、工事費以外にも多額のランニングコスト

が必要になると聞いており、簡単な話ではないと考

えている。 

そのような中で設置への前向きな発言がなされた

ものであるが、特に夏場に長期の避難状態が続くと

熱中症対策が非常に重要となるため、拠点となる体

育館が優先的対象になろうかと思う。 

ただ一斉に設置されるのではなく、いろいろな観

点から優先順位づけをした上で計画的に進めていく

ため、まずは新年度予算編成の中で議論し、できる

だけ補助金なども活用しながら方向性を決めていく

といった段階であると認識している。 

（質問） 

広報ひめじに掲載された若者世帯の郊外への引っ

越しの補助であるが、どのようにして制度を周知し

ていくのか。 

（答弁） 

当該制度については、令和 5 年 4 月 1 日以降の

引っ越し移住を対象としている。 

周知方法としては、市公式ウェブサイトや民間の

移住サイトなどを活用してＰＲしているほか、対象

の 19 校区の連合自治会長には 5 月末までに自宅等を

訪問して、制度説明と周知について協力をお願いし

た。 

東京や大阪での移住のフェアに職員が参加してチ

ラシを配布したり、移住の相談を受けたりなどもし

ている。 

そのような中で今回広報ひめじにも掲載した。 

（質問） 

対象者はどれぐらいいると見積もっているのか。 

（答弁） 

これまでに 2 件問い合わせ等があったと聞いてい

る。まだ申請は出てきていないが、申請を待ってい

るところである。 

転入者の見積りについては、市外からの転入を 20

件、市内間の転居を 30 件として予算計上をしている。 

（質問） 

コロナが 2 類から 5 類に移行した。本市としても
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今後の感染症への取組に生かしていくために、この

間の総括を行うべきではないかと思うが、考えを聞

かせてほしい。 

（答弁） 

この数年間のコロナ禍に対して様々な検証を行っ

た結果、今後の参考となる取組や反省点なども含め

多くの情報や経験が蓄積された。 

これまでの総括として、現在、危機管理室が中心

となって全庁的にコロナ対応に関わった各部署と連

携し、記録を取りまとめているところであり、今年

度中を目途に作成する予定である。 

（要望） 

自衛隊の件については説明会での内容を踏まえ、

これまでと何が変わるのかといった点を関係地域の

市民に対してしっかりと広報されたい。 

政策局終了            １５時０５分 

 

【予算決算委員会総務分科会（政策局）の審査】 

 

【予算決算委員会総務分科会（会計課）の審査】 

 

会計課              １５時５１分

質問                １５時５１分  

質問なし                 

会計課終了            １５時５２分

散会                １５時５２分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


